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Leisure Activities in the Dormitory of Hokkaido Special Support School  
for the Physically Disabled Children
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男子舎生 女子舎生 総計数 寄宿舎指導員数
Ａ寄宿舎 28 25 53 19
Ｂ寄宿舎  5  5 10 14
Ｃ寄宿舎  6  3  9 14
Ｄ寄宿舎 23 10 33 19
Ｅ寄宿舎  2  2  4 13
















































































































行 わ れ て お り， カ ラ オ ケ や， 楽 器 演 奏，
CD・DVD鑑賞が行われている。コロナ禍の
影響で大きな声で歌唱することや，集団で集
まって歌うような活動が中止になっている現
状は，残念であり，今後実施方法や内容を工
夫して復活させてほしい。
　学習系の活動では，平日の日々の予習・復
習などの宿題や読書，絵本やマンガ本の閲覧
が一般的であるが，時代を反映して，パソコ
ン等を使用した学習も一部には見られる。
　料理や食事，おやつつくりなどの調理系の
活動は，舎生の重度・重複化とコロナ禍の影
響があるのか，高等養護学校を除いて，なく
なっている。
　映画やテレビ，ビデオ，DVD等の鑑賞に
ついては，すべての寄宿舎で実施されており，
人気の高い余暇活動である。
　スマホや携帯電話を利用したSNS系の活
動は，舎生の実態により高等養護しか行われ
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ていない。
　将来に役立つ余暇活動については，どこの
寄宿舎においても共通した同様の活動に取り
組んでおり，コロナ禍の影響もあり，手洗い，
消毒，換気，ソーシャルディスタンス等に気
を配る教育や活動を実施しているが，マスク
においては個々の状況により，装着できる舎
生と障がいの状況により，難しい舎生がいる
など，個人差が大きい。
　余暇活動の充実と改善を図ることは，どこ
の学校も日課を工夫したり，時代に応じた活
動を取り入れるなどしているが，限られた時
間と，寄宿舎における施設設備等の課題があ
り，工夫するにも財政面や指導する寄宿舎指
導員の人数等の関係から，限界があるのが見
て取れる。
　余暇活動で特徴的な活動としては，部活動
的な活動を実施している寄宿舎や夜間の活動
の工夫等がみられるが，ここ１年のコロナ禍
の影響で，乗り物を利用した外出や外食，地
域や外部との交流が中止されているのが，残
念である。一方，寄宿舎によっては，遠隔・
オンラインにより他校の寄宿舎生と交流をし
たりする，新たな試みもみられるが，機材等
が私物に頼っている現状や無料のWiFi設備
がないなど，施設・設備面での立ち遅れがみ
られる。
　今後，コロナ禍に対応した新たな寄宿舎教
育やそれに伴う余暇活動を構築する上で，寄
宿舎においても，オンライン・遠隔機器の充
実と通信環境（WiFi）の整備は急務である
こと，またそれらの利用に関しての寄宿舎指
導員の研修についても早急に対応する必要が
あると考える。
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